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十二支縁起解釈 と所依経典

楠 本 信 道

1問 題 の所在Abhidhay〃Tccrmakosccbhasva(AKBh)に は,世 親 が縁起 説 を提示

す る上 で所依 とした と考 え られ るP溜 め鷹 α刑観擁4α吻rα(PS)1)と 呼 ぼれ る経典 の

存在 が知 られ る.PSと は どの よ うな経典 で あつたのか.以 下,諸 部派 の経典 に対

す る解釈 のあ り方 につ いて探 りなが ら,世 親 が想 定 したPSに つ いて考察 す る.な

お,有 部 に属す る阿含 が現在 明 らかで ないため,以 下 にそれ に対応 する と思われ

るものを挙 げるこ とにす る.

II諸 部 派の所依 とする経典 ・論 書AKBhp.131,1.3か ら有部 の三世 両重の因

果が説明 され るが,こ の箇所 か らp.137,1.18ま で に2),縁 起 に関わ る経典3)・ 論書

が い くつ か引用 され る.そ れ らと諸部派 の関係 を ま とめる と次 の ようにな る.

(a)有 部 の所依経典 ・論書(a-1)ま ず,有 部 は三世 両重 の因果 が欲界 の プ ドガ

ラにのみ適応 され るこ とを説 明す るた めに,M励 伽4～伽Pα1ツ卿 画'7α(MNP)を 所

依 とす る4).(a-2)ま た,有 部 は縁起 の構成要素 が三 つの生 に区分 され ると解釈す

るた めにNidanasamvukta(NS)5)14に 類 似 す る経典 を所依 とす る.AKBhは,経

の 中に有情数(sattvakhya)な る縁起 だけが世 尊 によつて説 かれてい る理 由 として,

「前 生 ・後生 ・現 生 に関す る無 知 を取 り除 くた めで あ る.そ して,ま さにそれ故,

[縁起 には]三[生]の 区分 が あるので あ る」 と言及 す るが6),そ の 根拠 を,「 多聞

の聖 なる弟子 は前 生 に関 して無 関心 で ある」云 々 とい うNS14に 類 似 す る経典7)に

求め る.(a-3)ま た,有 部 は,世 尊 が主要性 に応 じて説示す る と解釈 す るた めに,

∬α5'脚40p伽 α3痺〃α(HP)を 所 依 とす る8).こ こで は,経 量部 と有部 の間で議 論が

展 開 され るが,こ の両者 の議論 には 「経典」 に対 す る経量部 と有部 の解釈 の違い

が現れ てい る.経 量部 は 「了義 はさ らに解 説 され る[必 要 は]な い」 と述 べ,そ

れ に対 して,有 部 は 「[世尊が]説 示 してい るか ら とい つて,す べて[の 経典 の言

葉]が,了 義 で ある とい うわけで はない」 と反論 す る.つ ま り,経 量部 は経 典を

「了義」 と見なす が,有 部 は経典 すべ てを 「了義 」 とは見な さず解釈 す るの であ

る.(a-4)ま た,有 部 は,『 阿毘達磨 品類足論 』(品 類足論)を 所依 とす る9).品 類:
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足 論 は阿毘達磨 の論書 で あ り,有 部 は この論書 を以て縁 起 を有為法 と捉 える.そ

して,「 四種 縁起」10)のう ち三世両重 の因果 を意味す る段階 的な縁起(avasthika)を

世 俗 とみなす.そ して,こ の後 の議論 で,有 部 は経典 に説 かれ る ものを 「言外 の

意図 を込 めた もの(abhiprayika)」 と し,ア ビダル マに説 かれ るもの を 「明示 され

て い るもの(laksanika)」 とす るこ とが言及 され る11).こ の よ うに,有 部 は三世両

重 の因果 を成 立 させ るた めに,MNPやNS14に 類 似 す る経典 を直接 の所依 とし,

さ らに十二 の構成要 素が主要性 に よって説 かれ るこ とをHPに よって説明 す る.し

か し,そ の三世両重 の因果 を,品 類足論 の定義 に基 いて 「世俗」 として位 置づ け

る.つ ま り,有 部 は,MNPやNS14に 類 似 す る経典 を 「未 了義」 と解釈 す るこ と

によつて,そ れ らの経 典 よ りも,ア ビダルマの論書 を優先 させ るのがわか る.

(b)経 量 部 の所依 経典 経量部 は有部 の説 明す る三世両重 の因果 が五纏か らな

る十二 の段階で あることを否定す るために,Pr厩 リノα3α〃2吻記励v∫肋磁9傭r48伽 伽 α

(PSAVNS)12)に 類 似 す る経典 を所依 とす る.な お,PS入VNSは 経 典 の名称か らも

明 らか なよ うにadiとvibhangaと い う二 つの部 分か ら成 る経典 であ る.経 量部 は

「段 階的な縁起が五薙 か ら成 る十二の段階で ある」云 々 とい う有部の説が 「無明 と

は何か.凡 そ前生 に関 する無知 で ある」 とい うPSAVNSに 類 似 す る経典 か ら逸脱

す る と言 う13).

(C)長 老 世親 とiSrilataの 所 依経典 長老 世親 とiSrilataは 経 量部 の論師 と考 え

られ る14).ま ず,長 老世 親 は,十 二の構 成要素 の中の 「取」 に非理作意 が含 意 さ

れ る と解釈す るため に,3α 乃伽3αp鷹 γ卿5α12∫4伽α動m(SH)15)を 所 依 とす る16).こ

こで,長 老世親 は 「無 明 は非理作意 を原 因 とす るこ と」 及 び 「非理作 意 は無明 を

原因 とす る こと」 をSHか ら読 み込 み,そ れ をPSに 導 入 しよう とす る.一 方,

Srilataは,長 老 世親 と同様 にSHを 所依 とし,さ らに,Saynyuttajzikaya22,81に 類

似す る経典 を所依 とす るこ とによつて,十 二 の構 成要素 の中の 「触 」の時点で非

理作意が生ず ると解釈 す る17).長 老 世親 とiSrilataは,十 二 の構成要 素の うち無明

の原因がPSに 示 されて いない とい う問題 を解決す るため に,非 理作 意 とい う要素

を導入 し,非 理作意 に縁 つて無明が あ り無 明 に縁 って非理 作意が あ る,と い う循

環論法 を適用 す るこ とによって,十 二縁起 に循環性 を もたせ よ うとしたのであ る.

さて,長 老世i親やiSrilataと の 議論 の中で世親 が想定 したPSに つ いて考 えたい.

世 親 は,iSrilataと の 議論 の後,仏 に よる十二 支 の説示 が完全 で ある理 由 として,

「どの ようにして,前 世 と現世 が[結 びつけ られ],ま た,さ らに現世 と来世 が結 び

つ け られ るのか とい うこれ だけの こ とが,こ こ[PS]の 中 で意 図 されてい る」 と
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述べ,そ れを根拠づ け るた めに 「前生 ・後 生 ・現生 に関す る無知 を取 り除 くため

で ある,と まさに以前 に説 かれた」 と言及す る18).「前 生 ・後生 ・現生 に関す る無

知 を取 り除 く」 とい う言及 は,上 述 したNS14に 類 似 す る経典 と結 びつ くもので

ある.つ ま り,こ の議論で世親 がPSと 呼んで い る経典 は,NS14に 類 似す る経典

で ある ことがわか る.

(d)化 地 部の所依経典 化地部 は,縁 起 が無為で ある と解釈 す るため に 「如来

が出生 され ようと出生 され まい と,こ の法性 は まさに不動で ある」19)とい うNS14

も し くはNSl7に 類 似 す る経典 を所依 とす る20).こ の解釈 に関 して,化 地部 と世親

の解釈が異 な る。化地部 は,縁 起が無為 であ る と解釈す る.一 方,世 親 は,無 明 に

よつて諸行 が生ず る とい う普 遍的 な真理 を示す な らばその通 りであ るが,縁 起 と

い う何 らか の常住 な実 体が ある と考 え るな らぼその通 りで はない と説 明す る.

IH世 親 の所依 とする経典 以上,諸 部派 の経典解釈 につ いて見て きたが,AKBh

p.139,1.22-p.140,1.23で は,世 親 の縁起 説が説明 され る.世 親 の説 明す る十二縁起

の各構 成要素 について見 ると,諸 行が福 ・非福 ・不動 とい う三種 の業 であ り,識

が六 識身で あ り,受 が三種 であ り,愛 が欲愛 ・色愛 ・無色愛 とい う三種 の愛で あ

り,取 が欲取 ・見取 ・戒禁取 ・我語 取 とい う四種 の取 であ るこ と等が説明 され る.

この内容 は上述 したPSAVNSの 内容 と一.致す る.し たがつて,こ の箇所 で世親が

想定 してい るPSはPS入VNSに 類 似 す る経典で ある と考 え られ る.

rv結 論 最後 に諸部派 と世親 の所依経典 について ま とめ る.有 部 はNSI4に

類 似 す る経典等 を所 依経典 とす るが,そ れ らよ りもア ビダルマ論書 に優位性 を持

たせ る.経 量部 はPSAVNSに 類 似 す る経典 を所依経典 とし,論 書 を 「量」 とはせ

ず に経典 のみ を 「量」 とす る.長 老世親 とiSrilataはSH等 を所依 とす る.上 述 し

た経 量部 がPSAVNSに 類 似 す る経典 を所依経典 とし,一 一方,同 じ経 量部 の論師で

あ る長老 世親 とiSrilataがSHを 所 依経典 とす るこ とは,経 量部 の中で縁 起 に関 し

て別 の経典 を所依 とす る伝 統が あった ことを示 してい る.ま た,化 地部 はNS14も

し くはNSl7に 類 似 す る経典を所依 とし,縁 起 を無為 と考 える.そ して,世 親 は,

AKBhp.131,1.3-p.137,1.18の 議 論 では,有 部 の立場 に立 つてNSl4に 類 似 す る経典

を所依 とす るが,AKBhp.139,1.22-p.140,1.23の 議 論で は,経 量部 の立場 に立 つて

PSAVNSに 類 似 す る経典 を所依 とす る.こ の ように,AKBhで 世 親 が想 定 したPS

は 以上 の二 つの経典で あ る可 能性が あ り,世 親 自身 が意 図 した のは後者 の経典で

あつた と言 え る.
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1)AKBhで は Pratityasamutpadasutra という語は明言されないが, Abhidharmakosavyakhy-

a(Wogihara ed.)p.289,l.1,p.290,l.12,17,18,26,32, 等で言及される.
2)今 回の議論では, AKBh p.137,l.18-139,l.21 で扱われる 「縁起の語義解釈」について

は除いた.

3)AKBhに 引用 される経典については,本 庄良文[1991]「 シャマタデーヴァの傳へる

阿含資料― 世品(4)[25]-[49]― 」『教育諸学研究論文集』(神戸女子大学教育学科研究

会)5,本 庄[1992]「 シャマタデーヴァの伝える阿含資料―世品(6)[51]-[75]― 」『佛

教研究』21参 照.

4) AKBh p.131, 11.9-14.

5)NSの スー トラ番号の順 については Tripathi [1962] (Funfundzwanzig Sutras des
Nidanasafnyukta, Berlin.) に従 っ た.

6) AKBh p.133,11.16-21. 

7) Tripathi [1962] pp.150-151. 「後生 ・現生」についても同様に言及される.

8) AKBh p.136, ll. 18-21. 

9) AKBh p. 133,ll.7-8.

10)四 種 縁 起 に つ い て は,拙 稿「 有 部 の 四種 縁 起 」(『哲 学 』51,1999,pp.33-46)参 照.

11) AKBh p.133,11.13-16.

12) PSAVNS はNS16に 対応する (Tripathi [1962] pp. 157-164.). な お,PSAVNSの 註 釈

書 Pratityasamutpadavyakhya に つ いて は,室 寺 義 仁[1993]「 ヴ ァス バ ン ドゥ に よ る ア ー

ラヤ識概念の受容 とその応用」『高野山大学論叢』28,松 田和信[1982]「 『分別縁起初勝1

法門経(AVVS)』― 経量部世親の縁起説―」『仏教学セミナー』36参 照.

13) AKBh p.136,ll.14-18.

14)福 田琢[1998](「 上座世親 と古師世親」『同朋大学論叢』78)p.65は 長老世親及びシュ

リーラータが 「譬喩者/経 量部論師」であると指摘する.

15)長 老世親 と Srilata がSHを 所依経典 とすることについては, Mejor [1997] "On

Vasubandhu's Pratityasamutpadavyakhy" 参照.な お,SHの 和訳については松田[1984]

「縁起にかんする 『雑阿含』の三経典」『佛教研究』14,本 庄[1991]参 照.

16) AKBh p.135,ll.6-7. 

17) AKBh p.135,ll.10-13. 

18) AKBh p.135,l.20-136,l.2.
19)こ の言 及 は Upayika に従えばNS17に 類似する経典からの引用 とされるが,全 く同

じ文 言 がNS14に も見 られ るか ら,「NS14も し くはNS17に 類 似 す る経 典 」 と解 した.

20) AKBh p.137,11.14-16.

〈キ ー ワ ー ド〉 Abhidharmakosabhasya, Pratityasamutpadasutra, 世親

(広島大学大学院)
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